
；｜
消
息
一

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
春
季
大
会

共
催
京
都
医
学
史
研
究
会

と
き
六
月
二
十
六
日
（
日
）
午
前
九
時
半
か
ら

と
こ
ろ
京
大
会
館
（
京
都
市
左
京
区
吉
田
河
原
町
一
五
’
九
）

開
会
の
こ
と
ば
．
：
．
…
・
…
…
…
…
：
…
…
：
長
門
谷
洋
治

一
、
Ａ
・
リ
シ
ュ
ラ
ン
に
つ
い
て
ｌ
幕
末
蘭
学
生
理
学
害
の

フ
ラ
ン
ス
人
原
著
者
…
…
…
…
…
：
・
石
田
純
郎
（
新
見
女
子
短
大
）

二
、
ミ
ー
ド
博
士
（
一
八
世
紀
）
と
ミ
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
（
一
九
世
紀
）

聖
ト
マ
ス
病
院
・
…
：
・
・
・
…
…
…
…
…
栗
本
宗
治
（
大
阪
医
大
）

三
、
亜
酸
化
窒
素
ガ
ス
の
麻
酔
作
用
発
見
者
ハ
ン
フ
リ
ー
・
デ
ー
ヴ
ィ

ー
Ｉ
そ
の
交
友
な
ら
び
に
詩
人
と
し
て
の
一
面

…
…
：
…
：
：
．
…
．
：
。
：
…
…
…
…
・
…
・
藤
田
俊
夫
（
京
都
市
）

四
、
Ｆ
且
葛
侭
》
シ
の
ｇ
ｏ
威
教
授
著
「
極
東
の
医
学
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』
に

見
ら
れ
る
中
日
両
国
の
医
学
界
…
…
安
田
純
一
（
西
宮
市
）

五
、
難
波
抱
節
伝
（
一
）
…
…
…
・
…
：
：
・
中
山
沃
（
西
宮
市
）

六
、
永
當
独
嚥
庵
『
漫
遊
雑
記
」
に
み
る
神
経
症
概
念
に
つ
い
て

。
…
…
…
…
：
。
…
．
：
．
…
・
・
…
…
…
…
：
小
曽
戸
明
子
（
八
王
子
市
）

七
、
呉
に
来
た
初
期
の
海
軍
軍
医
た
ち
…
江
川
義
雄
（
廿
日
市
市
）

呂二司

冒□

壼
手

八
、
土
井
利
忠
旧
蔵
の
新
約
聖
書
に
つ
い
て

…
・
…
：
…
…
…
…
．
．
…
・
…
…
…
…
・
・
・
岩
治
勇
一
（
大
野
市
）

九
、
天
保
飢
鯉
時
津
藩
の
救
荒
事
業
の
広
が
り

（
伊
勢
・
京
都
・
但
馬
な
ど
）
。
：
…
…
茅
原
弘
（
津
市
）

己
、
天
保
飢
鯉
と
京
都
鳩
居
堂
の
食
養
生
啓
蒙

…
．
：
：
：
・
・
…
：
…
：
：
。
…
．
：
…
…
…
：
寺
畑
喜
朔
（
金
沢
医
大
）

二
、
大
阪
医
学
校
に
お
け
る
精
神
病
学
の
講
義
筆
記
録

「
後
藤
ノ
ー
ト
」
に
つ
い
て
：
：
…
：
正
橋
剛
二
（
富
山
市
）

三
、
岸
駒
作
「
神
農
像
」
展
示
：
：
…
…
：
正
橋
剛
二
（
富
山
市
）

三
、
潮
湯
治
と
海
水
浴
：
．
…
…
…
…
…
…
宗
田
一
（
京
都
市
）

西
、
「
姫
路
予
備
病
院
城
崎
転
地
療
養
所
報
告
」
か
ら
ｌ
日
露
戦
争
に

お
け
る
帰
還
傷
病
兵
の
療
養
施
設
１
．
：
奥
沢
康
正
（
京
都
市
）

三
、
藤
浪
先
生
病
症
記
（
半
井
朴
氏
絵
）
・
葬
送
記
（
太
田
喜
二
郎
氏
画
）

に
つ
い
て
：
…
・
…
…
・
…
：
：
．
：
…
…
・
杉
立
義
一
（
京
都
市
）

二
、
企
画
展
「
病
と
祈
り
の
歳
時
記
」
に
つ
い
て

…
：
：
：
。
：
：
：
：
…
：
…
…
…
：
：
…
…
伊
藤
恭
子
（
く
す
り
博
物
館
）

特
別
講
演
・
日
本
中
世
の
母
性
尊
重
観
と
堕
地
獄
・
猿
れ
思
想

大
阪
外
国
語
大
学
教
授
脇
田
晴
子

閉
会
の
こ
と
ば
．
…
…
…
：
：
…
．
：
…
・
…
…
杉
立
義
一

（
長
門
谷
洋
治
）
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